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退任後の定住者数 増加

成果 上げる

地域おこし協力隊員の様々な活動を通じて、将来的な新規就農・移住定住の促進を図る。

成果指標と目標値
を設定した理由

就農、定住に結びつく活動を成果指標と目標値にした。

令和３年度の
実施方針

重点的に実施 活動量 増やす コスト 維持する

成果 －

目標

成果 1 人 3 人 －

目標 1 人 4 人 0 人

総事業費　Ａ＋Ｂ 円 16,206,879 17,304,492 17,526,000

市民１人当たりコスト 円 381 408

人件費　Ｂ 円 2,898,900 2,329,200 8,826,000

416

成果指標　アウトカム 方向 令和元年度 令和２年度 令和３年度

イ
ン
プ
ッ

ト

事
務
事
業
コ
ス
ト R２は予算額 一般財源 円 13,307,979 14,975,292 8,700,000

市債 円

その他特定財源 円

正規職員数 人 0.45 0.36 1.00

県支出金 円

決算（見込）額　Ａ 円 13,307,979 14,975,292 －

財源内訳

国庫支出金 円

補正・流用等 円 -27,000 1,827,000 －

合計 円 16,217,000 16,810,000

項　　目 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度

対象（誰のために) 意図（どのような状態にしたいのか）

新規就農を目指し、農業を
体験したい者

農業の大変さ、やりがいを実感し、やる気のある新規就農者を増や
す。

就農、田舎暮らし希望の
「都会の若者」

地域おこし協力隊員を経験し、退任後の新規就農、移住定住を促進す
る。

現状・課題

予算額

当初予算 円 16,244,000 14,983,000 8,700,000

8,700,000

農業者の高齢化、後継者不足、遊休荒廃地の増加等が急速に進んでいる。

市が行う理由
及びその根拠

任意的自治事務
農業の担い手の確保、移住定住人口の増加、中山間地の遊休荒廃農地
解消などを図るため。

事務事業概要
就農、田舎暮らし希望の「都会の若者」を対象に地域おこし協力隊員を募集し、隊員の様々な活動
を通じて、将来的な新規就農・移住定住の促進を図るなど。

令和３年度
の活動指標
アウトプット

活動内容 活動量

地域おこし協力隊の任命 ２人

令和４年度採用の地域おこし協力隊の募集 若干名

予算
体系

会計 一般会計 実施計画

款 ６款 農林水産業費 計上

項 １項

目指す姿

目 ２目 農業総務費 平成30年度

政策 05 観光・交流の振興 係 農政係
総合
計画
体系

基本政策 3 にぎわいと活力あふれるまちづくり 課・室 農政課

施策 03 移住支援と情報発信 内線電話 372

農業費 実施期間

事務事業名 起農支援事業
目標設定日 令和3年3月1日

部・局

事務事業マネジメントシート（令和３年度目標設定） 事務事業№ 050110

経済部



活動内容 ４月 ５月 ６月

地域おこし協力隊員の募集

令和３年度　業務スケジュール

１月 ２月 ３月

地域おこし協力隊活動事業

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

経済部

課・室 農政課

係 農政係

事務事業名 起農支援事業

部・局

▼地域おこし協力隊活動（通年）▼任命式

▼募集期間

▼募集要項の作成

▼第一・二次選考


